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○議会の動き

　10月５日（旧９月７日）に、山田区で久場千代子おばーのカジマ
ヤー祝いが、家族、親族多数の下盛大に行われました。
　カジマヤー祝いは97歳に掛けて、旧暦の９月７日に行われ、この年
齢になると子供に戻る年として、風車をモチーフに、集まってくれた
人々へ家族が風車を配ったり、お祝いのパレードを行う車に飾り付け
たりします。
　今年度の本村の高齢者祝いの対象者数は、101歳以上が11名、新百
歳が４名、カジマヤー（97歳）16名、トーカチ（88歳）73名で最高
齢者は103歳の名嘉真区出身のおばあちゃんでした。

シリーズ（地域の元気な、おじーおばー）第１回



議　会　だ　よ　り 2第142号（令和元年11月20日）

特 別 会 計

水道事業会計

質
　村
民
税
収
入
増
の
主
な
要
因
は

　
　納
税
義
務
者
増
（
約
0.8
％
）
と
所
得
割
の
増
（
約
0.4
％
）
で

あ
る
。

　
　自
主
財
源
比
率
低
下
の
要
因
は

　
　前
年
度
と
比
較
し
て
額
は
増
加
し
て
い
る
が
、
整
備
事
業
等

に
よ
り
、
依
存
財
源
で
あ
る
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
・
村
債

の
増
加
が
主
な
要
因
。

　
　固
定
資
産
税
収
入
増
に
つ
い
て

　
　一
般
新
築
家
屋
と
大
型
家
屋
建
設
、
そ
れ
に
伴
う
償
却
資
産

の
増
が
主
な
要
因

　
　財
産
収
入
の
収
入
未
済
額
と
そ
の
要
因
は

　
　村
有
地
賃
貸
料
で
、
毎
年
決
算
上
収
入
未
済
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
一
部
は
不
能
欠
損
処
理
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

歳入に関する質疑

歳入
123億5564万1千円

自
主
財
源

依
存
財
源
51.2％ 48.8％

村税  13.5％

歳　入 歳　出

収益的収入 収益的支出

16億7339万9千円

1億266万2千円

3億3837万1千円

16億2488万7千円

1億239万8千円

3億3006万5千円

16億6748万6千円
村民税、固定資産税、
軽自動車税等

財産収入
14.9％

18億3845万7千円
財産運用(村有地賃
貸料,軍用地料・預金
利息等)他

繰入金
8.5％

10億5426万円
特別会計や基金から持って
くるお金

国・県支出金
29.9％

36億9616万9千円
国・県からの補助金

村　債

歳入
歳出
123億5564万1千円
118億7012万4千円

決算
認定額

8億1920万円　6.6%
国や金融機関から借りるお金

その他の依存財源
4億1690万円  3.4%
地方消費税、ゴルフ場利用税他

地方交付税
11.3％

13億9379万9千円
行政の格差をなくすため、
国から交付されるお金

その他の
自主財源
11.9％

14億6937万円
分担金及び負担金、繰越金、
使用料及び手数料、寄附金他

質質質 答答答質答 国民健康保険
後期高齢者医療
下 水 道 事 業

7億9548万1千円 6億6919万3千円

資本的収入 資本的支出
4800万円 2億4410万円

※不足分は過年度分損益勘定留保資金
　で補てん

水　道　事　業

議　会　だ　よ　り3 （令和元年11月20日）第142号

記事担当　安里　周作

歳出に関する質疑
　
　
民
生
費
・
児
童
福
祉
費
・
保
育
所
費
の
報
酬
、給
料
、賃
金
の

不
要
額
に
つ
い
て

　
　
保
育
所
職
員
募
集
等
に
よ
る
対
応
費
で
あ
る
。

委
員
か
ら

　
　
額
が
大
き
い
た
め
補
正
減
額
対
象
で
あ
り
、監
査
事
務
局
な

ら
び
に
出
納
室
長
が
も
っ
と
指
導
す
べ
き
で
は
。

　
　
観
光
誘
客
・
お
も
て
な
し
推
進
事
業
の
縮
小
に
つ
い
て

　
　
同
じ
交
付
金
を
活
用
し
て
い
る
万
座
毛
周
辺
活
性
化
施
設
整

備
事
業
に
予
算
の
配
分
が
大
き
く
な
っ
た
た
め
。

　
　
学
校
施
設
で
支
障
を
き
た
す
設
備
が
多
々
見
受
け
ら
れ
る

が
、修
繕
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
月
に
一
回
校
長
を
主
体
に
危
険
個
所
の
点
検
を
行
っ
て
点
検

後
優
先
順
位
を
付
け
て
、修
繕
し
て
い
く
。

委
員
か
ら

　
　
予
算
の
都
合
、優
先
順
位
と
か
で
は
な
く
、各
課
間
で
の
予
算

協
議
を
密
に
し
て
、迅
速
に
対
応
す
べ
き
で
は
。

　
　
今
後
、で
き
る
限
り
利
用
可
能
な
予
算
の
範
囲
で
、可
能
な
事

業
量
を
こ
な
し
た
い
。

財
産
に
関
す
る
調
書
に
つ
い
て

　
　
北
西
部
四
村
連
携
施
設（
注
1
）の
施
設
等
備
品
が
あ
る
が
、調

査
報
告
に
よ
っ
て
は
国
と
協
議
や
折
衝
を
行
う
か
。

　
　
事
故
が
起
こ
っ
た
時
に
は
保
障
問
題
等
が
あ
る
の
で
国
の
事

業
で
あ
り
課
題
は
あ
る
が
、移
譲
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、進
め
た

い
。

注
１
：
平
成
10
年
度
よ
り
実
施
し
た
北
西
部
四
村
観
光
連
携
型
養
殖
場
整
備
事

業
に
お
い
て
、
北
部
四
村
（
恩
納
村
・
伊
江
村
・
伊
是
名
村
・
伊
平
屋

村
）
の
水
産
業
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
整
備
さ
れ
た
施
設
。

基
金
に
つ
い
て

　
　
公
共
施
設
設
備
基
金
を
繰
り
出
す
と
き
に
、何
か
基
準
は
あ

る
か
。

　
　
明
確
な
基
準
は
な
い
の
で
、今
後
、維
持
修
繕
費
に
係
る
経
費

に
つ
い
て
は
財
政
調
整
基
金
で
対
応
し
、公
共
施
設
整
備
基
金

を
活
用
す
る
際
の
基
準
を
設
け
た
い
。

歳出
118億7012万4千円

総務費  24％ 28億2188万4千円
村の財産管理、情報処理、
選挙にかかったお金

民生費
16％

18億6947万9千円
高齢者、障害者福祉、保育所、
児童手当などにかかるお金

土木費
22％

26億666万5千円
ダム、道路、河川、村営住宅
整備・維持管理にかかるお金

教育費
19％22億8907万4千円

幼小中学校教育・スポーツ振興
にかかるお金

公債費
4億1440万4千円 3%
村債として借りたお金の返済など

そ　の　他
3億6303万9千円 3%
議会費　消防費、災害復旧費

衛生費
6％

6億7224万1千円
予防接種、検診、ごみ処理
などにかかるお金農林

水産費
6％ 6億7746万9千円

漁港整備、農業の振興にかかるお金

商工費
1億5586万9千円 1%
中小企業支援・恩納村のPR
等にかかるお金

平成30年度
一 般 会 計過去最高

質質質質質 答答答答答答



議　会　だ　よ　り 4第142号（令和元年11月20日）

された主な事業

農業人材力強化総合支援事業

１千500万円

※新規就農から経営安定まで最長５年、
　年間150万円給付を行う。

万座毛周辺駐車場等整備事業

２億579万円
※万座毛の周辺環境を整備する。

・第１駐車場：大型バス13台、乗用車97台、
　バイク５台（建物工事の関係で仮仕上げ）
・第２駐車場：乗用車237台、身障者用５台

１人当たり　150万円
夫婦当たり　250万円

統合中学校（仮称）整備事業

２億6360万円

※用地造成（伐採、除根、勾配造成）、
　農道付け替え等

・延べ面積627.14㎡

冨着区公民館建設工事整備事業

２億3144万円

※地域の伝統芸能、団体活動や交流の場、
　災害時の避難場所として活用。

ごみ処理事務事業

１億6645万円
※生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

・一般廃棄物収集運搬：1,220万円
・資源ごみ収集運搬：1,032万円
・組　合　負　担　金：1億4,393万円（中部北環境施設組合：うるま市と共同設置）

議　会　だ　よ　り5 （令和元年11月20日）第142号

平成30年度に実施

高齢者いきいき住宅改造費
　　　　　　　　助成事業

50万円

※介護保険住宅改修費（20万）を超えた額
（上限30万）に対し所得税で助成率が決まる。

広報おんな発刊事業

178万円
※きめ細かい情報を提供し、開かれた村政を
　目指す。

OIST米試験栽培等の委託業務

271万円

※OIST米「ちゅらおとめ」、糖尿病患者の病院食
　や加工食品を検討し事業化に取組む。

・延べ参加人数で、がんじゅう大学：2,548名、
　シニアクラブ：2,661名、アクティブシニア教室：2,210名

・発刊数：3,500、
・各公民館：3,100、関係市町村等：120、
　残数：役場内回覧及び保管

介護予防普及啓発事業

2814万円
※高齢者が、自立した生活を営むよう支援する。
　健康状態の測定及び保健指導を行う。

・県負担金：1,288万円、村負担金：1,240万円、

子供医療費助成

2528万円

※０～高校生対象（H30.10月より高校生対象）
　未就学児窓口無料化（H30.10月より）

記事担当　安里　周作

（OISTから受託事業収入で実施）



議　会　だ　よ　り 6第142号（令和元年11月20日）

4億1564万円追加

総額142億4113万８千円

万座毛駐車場観光客等
安全対策警備委託料
警備員２名を常駐

625万円

恩納村斎場日差し対策工事

436万円
施設等修繕費

762万円

856万円

給食車両購入費

一般会計補正予算（第2号）

2656万9千円追加

総額142億6770万7千円

一般会計補正予算（第3号）

記事担当　大城　保

　 施設修繕の場所は
　 安富祖校体育館の雨漏り修繕で、そ
れと並行して仲泊校体育館の漏水調
査を行う。
委員から：他校においても体育館の雨
漏りがあり、基金等を活用して、す
ぐにでも調査・修繕等を行うべきで
は。

  給食車両の購入において、車
両のリースは考慮したか
  今回リースは検討しなかった
が、今後は検討していきたい。

質

答

質
答

議　会　だ　よ　り7 （令和元年11月20日）第142号

第６回恩納村議会９月定例会

議会会議録は議会事務局、各字公民館でご覧いただけます。
また、村ホームページ（議会ネット中継・会議録）からも検索できます。

今回の一般質問
〔●（白抜き）は今回掲載された質問です〕

（9月9日～25日）

○北西部四村観光連携型養殖場整備事業（島

懇事業）について

○村内漁港の放置された廃船について

●幼児教育無償化について

○「うんな中学校」開校に向けて

P 9金城　重治　議員

仲田　豊　議員 A967－8338

A090-3077-2172

P 8

○山田校照明施設の復活について

○人材育成の取り組みについて

○来年度新設の統合中学校について

○村内漁港の管理・運営について

吉山盛次郞　議員 A965－0669 P13

12月定例会のご案内！！
12月定例会は、12月9日（月）開会を予定しています。
なお、会期や、一般質問などの詳細な日程については、議会事務局まで問い合わせください。
皆様の傍聴を、お待ちしております。

【問い合わせ先】議会事務局　☎（098）966-１１９９

※質問の要旨は、一般質問通告書でご確認下さい

○国道58号線海岸線沿いの歩道から望む景観

について

○村道喜瀬武原11号線道路整備事業について

○施政方針について

○中学校統合に伴う空き教室の活用について

P10山田　政幸　議員 A967－8485

○地元産品の奨励と地元企業の優先使用につ

いて

○地元企業の育成と特産品・土産品について

P11佐渡山　明　議員 A966－2443

●村長に問う

●空き家問題について

●サムスンライオンズの秋キャンプについて

喜納　正誠　議員 A964－2580

○給食費無償化について

○ＳＤＧｓについて

○恩納番所跡地について

P12安里　周作　議員 A966－8352

○農業支援について

○うんなまつりについて

○恩納村歌について

P14大城　保　議員

※掲載なし

A964－3814



議　会　だ　よ　り 8第142号（令和元年11月20日）

　
　
村
内
５
校
の
中
学
校
が
統
合
さ
れ

来
年
、令
和
２
年
４
月
、新
生
う
ん
な

中
学
校
が
誕
生
し
ま
す
。新
中
学
校

に
送
り
出
す
父
兄
、
こ
れ
か
ら
通
学

す
る
生
徒
た
ち
に
は
学
校
環
境
の
変

化
に
伴
い
、不
安
に
か
ら
れ
心
の
動
揺

も
隠
せ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。生
徒
た

ち
が
の
び
の
び
と
学
園
生
活
が
送
れ

る
よ
う
父
兄
、
生
徒
の
不
安
を
払
拭

す
る
思
い
で
質
問
し
ま
す
。う
ん
な

中
学
校
が
来
年
開
校
し
ま
す
。建
設

は
順
調
に
進
ん
で
い
る
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
進
捗
状
況
は
現
場
を
確
認
し
て
、教

育
長
も
工
程
会
議
に
参
加
し
、現
場
責

任
者
か
ら
順
調
に
行
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
　
中
学
校
統
合
推
進
協
議
会
の
専
門

部
会
は
、何
部
会
あ
り
ま
す
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
総
務
部
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
部
会
、
教
育
課

程
及
び
事
務
部
会
の
３
部
会
。

　
　
そ
の
役
目
、分
担
、所
掌
は
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
総
務
部
会
で
、校
名
・
校
歌
・
校
章
、

制
服
等
、
統
合
校
へ
の
移
転
計
画
。Ｐ

Ｔ
Ａ
部
会
で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
編
成
、

役
員
選
出
方
法
、通
学
路
、通
学
方
法
、

安
全
対
策
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
計

画
。教
育
課
程
及
び
事
務
部
会
で
、
教

育
課
程
、
設
備
、
備
品
、
そ
の
他
統
合

移
転
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
今
ま
で
会
議
を
し
て
、
部
門
で
決

定
し
た
も
の
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
校
名
、
制
服
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
規
則
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
方
法
は
決
定
し
て

お
り
ま
す
。

　
　
難
解
な
決
定
事
項
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
平
成
３０
年
度
で
こ
の
協
議
会
、全
体

協
議
会
を
含
め
延
べ
１９
回
開
催
し
、校

名
等
を
決
定
す
る
際
に
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
あ
り
、村
民
、児
童
生
徒
への
ア

ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
慎
重

に
協
議
を
重
ね
う
ん
な
中
学
校
に
な

り
ま
し
た
。ま
た
制
服
に
つ
い
て
も
、
価

格
に
つ
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
等
に
投
げ

か
け
て
調
査
し
な
が
ら
決
定
し
た
こ
と

で
す
。

　
　
統
合
後
の
生
徒
数
、
学
級
編
成
は

ど
う
す
る
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
開
校
時
の
生
徒
数
で
す
け
ど
、恐
ら

く
３
１
５
名
か
ら
３
２
０
名
の
間
に
な

る
と
想
定
し
て
お
り
、
１
年
か
ら
３
年

ま
で
各
３
学
級
、
そ
れ
に
特
別
支
援
学

級
３
ク
ラ
ス
の
計
１２
ク
ラ
ス
に
な
る
予

定
で
す
。

　
　
う
ん
な
中
学
校
の
目
指
す
学
校
、

生
徒
像
、ど
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
目
指
す
学
校
像
で
、生
徒
が
通
い
た

い
、
保
護
者
が
通
わ
せ
た
く
な
る
、
地

域
と
と
も
に
つ
く
る
信
頼
さ
れ
る
学
校
。

生
徒
像
と
し
て
、自
分
で
考
え
自
律
的

に
行
動
、
夢
や
希
望
を
持
って
目
標
達

成
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
、
自
他
の

生
命
を
大
切
に
す
る
思
い
や
り
の
あ
る

生
徒
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
各
種
委
員
会
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
総
務
委
員
会
、
環
境
整
備
委
員
会
、

保
健
体
育
委
員
会
、広
報
委
員
会
、文

化
教
養
委
員
会
、
校
外
生
活
委
員
会

の
６
つ
と
な
って
い
ま
す
。

　
　
今
ま
で
の
先
生
を
う
ん
な
中
学
校

に
赴
任
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
教
職
員
人
事
配
置
は
、
中
学
校
統

合
と
い
う
特
殊
な
事
情
で
中
頭
教
育

事
務
所
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　
　
統
合
を
し
た
場
合
の
学
校
評
議
員

会
は
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
統
合
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と

いって
、
学
校
運
営
協
議
会
制
度
を
導

入
す
る
予
定
で
す
。
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「
う
ん
な
中
学
校
」
開
校

に
向
け
て

仲
田
　豊
　議
員
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村
内
漁
港
に
放
置
さ
れ
た

廃
船
に
つ
い
て

　
　北
西
部
四
村
観
光
連
携
型
事
業

（
島
墾
事
業
）に
つ
い
て
は
、平
成
１１
年

度
に
始
ま
り
ま
し
た
。米
軍
基
地
所

在
市
町
村
で
あ
る
恩
納
村
の
事
業
と

し
て
、
村
の
養
殖
施
設
を
伊
是
名
村
、

伊
平
屋
村
、伊
江
村
に
設
置
し
て
、養

殖
し
た
水
産
物
を
村
漁
協
に
集
荷
し
、

村
の
観
光
と
連
携
し
て
販
売
す
る
目

的
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

七
、
八
年
間
は
ト
コ
ブ
シ
や
ヒ
ラ
メ
、

ミ
ー
バ
イ
な
ど
が
順
調
に
村
漁
協
に

集
荷
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
現

在
ま
で
集
荷
が
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

現
在
の
三
村
の
養
殖
事
業
の
稼
働
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　三
村
の
稼
働
状
況
は
、
伊
江
村
は
、

タ
マ
ン
、
ヤ
イ
ト
ハ
タ（
ミ
ー
バ
イ
）の
飼

料
の
倉
庫
と
し
て
は
活
用
し
て
お
り
、

今
後
は
、新
た
な
品
目
の
試
験
で
利
用

す
る
予
定
と
の
事
。伊
是
名
村
に
つ
い

て
は
、
海
ぶ
ど
う
の
養
殖
に
活
用
し
て

い
ま
す
。伊
平
屋
村
に
つ
い
て
は
、
ヤ
イ

ト
ハ
タ（
ミ
ー
バ
イ
）の
養
殖
で
稼
働
し

て
い
ま
す
。

　
　伊
江
村
は
稼
働
な
し
、
伊
是
名
村

は
海
ぶ
ど
う
、
伊
平
屋
村
は
ヤ
イ
ト

ハ
タ（
ミ
ー
バ
イ
）
と
い
う
事
で
す
が
、

こ
の
連
携
事
業
は
、
村
漁
協
に
集
荷

す
る
と
い
う
約
束
で
、
施
設
が
設
置

さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。な
ぜ
村

漁
協
に
集
荷
さ
れ
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　伊
平
屋
村
の
ヤ
イ
ト
ハ
タ
（
ミ
ー
バ

イ
）は
、
県
内
の
仲
卸
業
者
と
契
約
し

て
お
り
、
県
内
で
消
費
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
　初
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
な
く
、

村
へ
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
く
残
念
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。２
番
目
の
質
問
に
移
り

ま
す
。約
１８
年
が
経
過
し
た
四
村
の

養
殖
施
設
の
老
朽
化
の
現
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　経
年
に
よ
る
劣
化
は
、
鉄
部
分
に
つ

い
て
は
腐
食
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
亀
裂
、

屋
根
部
分
の
破
損
が
目
立
ち
ま
す
。各

村
で
修
繕
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
　三
村
の
施
設
が
、
老
朽
化
や
劣
化

が
進
行
し
て
い
る
事
に
大
変
危
惧
し

て
い
ま
す
。３
番
目
に
村
外
施
設
の
無

償
譲
渡
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　三
村
の
担
当
に
は
意
向
の
確
認
を

し
て
い
る
。今
後
は
村
の
確
認
を
得
て
、

事
業
の
主
管
の
沖
縄
防
衛
局
と
調
整

し
て
進
め
た
い
。

　
　故
人
の
漁
船
や
遊
漁
船
、
使
用
不

能
な
廃
船
、
利
用
し
て
な
い
船
な
ど
、

約
５０
隻
余
り
が
無
造
作
に
放
置
さ
れ

て
い
ま
す
。漁
協
設
立
か
ら
約
４７
年

に
な
り
、
村
の
負
担
と
な
る
廃
棄
処

分
の
費
用
が
増
加
し
な
い
よ
う
に
、

村
の
漁
港
管
理
規
定
の
見
直
し
と
、

早
期
処
分
を
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

村
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　漁
港
の
環
境
美
化
、漁
港
利
用
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
、
県
の
放
置
漁

船
の
処
分
に
関
す
る
要
領
に
準
じ
た

基
準
の
作
成
を
検
討
し
た
い
。
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北
西
部
四
村
観
光
連
携
型

事
業（
島
懇
事
業
）に
つ
い

て 金
城
　重
治
　議
員

前兼久漁港
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　国
道
５８
号
線
沿
岸
部
分
の
定
期
的

な
伐
採
作
業
を
、
国
道
事
務
所
な
ど

の
関
係
機
関
へ
要
請
、ま
た
は
村
の
事

業
で
対
応
で
き
な
い
か
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
北
部
国
道
事
務
所
、恩
納
村
、観
光

協
会
３
者
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
協
定
書
締
結
に
向
け
て
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。実
施
内
容
は
、

国
道
５８
号
名
嘉
真
か
ら
山
田
付
近
の

歩
道
、
植
樹
帯
の
美
化
活
動
作
業
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。沿
岸
部
法
面
の

雑
木
伐
採
作
業
も
今
後
、
国
道
事
務

所
、
関
係
機
関
と
連
携
し
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。村
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

補
助
事
業
等
の
メ
ニュ
ー
の
確
認
作
業

を
行
っ
て
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
前
年
度
か
ら
着
工
さ
れ
て
お
り
、

地
域
の
期
待
も
大
き
く
、
早
期
の
完

成
が
望
ま
れ
て
い
る
が
工
事
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

　
　建
設
課
長
　崎
山
　敦

　
　
平
成
３０
年
度
に
喜
瀬
武
原
側
の
３

０
０
メ
ー
ト
ル
の
工
事
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。進
捗
率
は
、事
業
費
ベ
ー
ス
で

４０
％
で
す
。令
和
元
年
の
工
事
に
つ
い

て
は
、
追
加
議
案
を
出
し
て
工
事
の
着

工
と
な
り
ま
す
。

　
　去
年
、
定
住
促
進
係
を
立
ち
上
げ
、

「
村
内
居
住
環
境
の
実
態
把
握
や
居

住
環
境
に
係
る
村
民
及
び
事
業
者
な

ど
の
意
向
調
査
を
行
う
。」
と
述
べ
て

お
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を

し
て
い
る
の
か
。

　
　企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
各
区
長
等
に
居
住
環
境
、空
き
家
に

関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、ま
と
め
て

い
る
。ま
た
村
民
全
世
帯
に
定
住
促
進

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
あ
わ

せ
て
村
内
企
業
へ
社
員
寮
な
ど
の
需
要

供
給
調
査
を
す
る
ほ
か
、
従
業
員
等
、

関
係
者
へ
本
村
に
定
住
す
る
意
向
な

ど
に
つ
い
て
も
調
査
し
、今
後
は
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え

て
住
宅
供
給
計
画
を
進
め
た
い
。

　
　校
外
に
立
地
す
る
安
富
祖
幼
稚
園

は
、
小
中
学
校
職
員
室
及
び
校
長
室

か
ら
も
遠
く
死
角
に
な
っ
て
お
り
、
防

犯
や
防
災
上
不
安
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

園
児
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
も

中
学
校
統
合
に
伴
う
空
き
教
室
を
活

用
し
て
、
校
内
に
幼
稚
園
を
移
設
で

き
な
い
か
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
安
富
祖
の
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
学

校
施
設
と
の
間
に
里
道
が
１
本
入
って

い
て
、何
か
あ
っ
た
と
き
、学
校
現
場
の

先
生
方
が
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
状
況

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
教
育
委
員

会
で
も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中
学
校
統
合
後
は
空
き
教
室
の
活
用

や
、学
校
施
設
内
への
移
設
、も
し
く
は

幼
稚
園
の
裏
手
、
旧
保
育
所
跡
地
も

園
庭
の
ス
ペ
ー
ス
に
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、関
係
課
等
と
も
協
議
を
し
、里
道

を
つ
け
か
え
て
、
学
校
を一つ
の
敷
地
内

に
納
め
る
方
法
を
検
討
し
て
い
け
れ
ば

と
思
って
い
ま
す
。
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道
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号
線
海
岸
線
沿
い

の
歩
道
か
ら
望
む
景
観
に

つ
い
て

山
田
　政
幸
　議
員

村
道
喜
瀬
武
原
11
号
線
道

路
整
備
事
業
に
つ
い
て

中
学
校
統
合
に
伴
う
空
き

教
室
の
活
性
化
に
つ
い
て

施
政
方
針
に
つ
い
て

国道５８号沿道

安富祖校と幼稚園
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地
元
産
品
の
奨
励
と
地
元

企
業
の
優
先
使
用
に
つ
い

て
　
　
村
商
工
会
か
ら
は
、
役
場
庁
舎
内

や
村
出
先
機
関
で
使
用
す
る
物
品
な

ど
は
、
地
元
の
産
品
や
地
元
企
業
を

優
先
し
て
い
た
だ
き
た
い
。旨
の
要
請

が
毎
年
の
よ
う
に
上
が
っ
て
お
り
ま

す
が
、
前
年
と
比
較
し
て
今
年
度
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
大
ま
か
に
言
っ
て
横
ば
い
状
態
だ
と

思
い
ま
す
。消
耗
品
に
関
し
て
は一業
者

が
休
業
し
た
こ
と
で
、
若
干
下
が
っ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
　
給
食
費
に
お
け
る
村
産
品
の
利
用

状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
安
富
祖
米
は
年
間
9.1
ｔ
、
ア
ー
サ
が

10
ｔ
、
モ
ズ
ク
が
約
17
ｔ
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
給
食
で
使
って
い
る
1/3
の

鶏
肉
は
村
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
使
用
し
て

い
ま
す
。そ
の
他
、
味
噌
や
卵
、
パ
パ
イ

ヤ
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト
ウ
ガ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
、
ニ
ガ
ウ
リ
等
を
使
って
い
ま
す
。

　
　
村
民
に
も
地
元
産
品
の
優
先
使
用

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
ど
の
よ

う
に
周
知
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
村
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
・

振
興
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。そ

の
中
で
村
民
の
理
解
と
協
力
が
あ
り
、

村
産
品
等
の
利
活
用
が
明
記
さ
れ
て

お
り
ま
す
。昨
年
度
の
広
報
９
月
号
に

お
い
て
周
知
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
村
内
の
大
型
ホ
テ
ル
、
大
学
院
大

学
に
対
し
、
地
元
企
業
の
優
先
利
用
、

村
民
の
就
職
先
、
雇
用
を
含
め
た
毎

年
の
よ
う
に
陳
情
が
あ
る
案
件
、
去

年
よ
り
も
今
年
と
よ
い
方
向
に
進
ん

で
い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
村
内
の
雇
用
率
と
い
う
の
も
出
て
は

い
る
が
、し
っ
か
り
と
見
き
わ
め
て
、
今

後
も
雇
用
に
つ
い
て
は
村
内
事
業
所
、

ホ
テ
ル
等
に
、
し
っ
か
り
と
図
って
い
き

た
い
。

　
　
村
で
収
穫
し
た
材
料
を
使
い
、
製

造
地
も
恩
納
村
と
い
う
よ
う
な
、
村

を
挙
げ
て
、
村
に
特
化
し
た
お
土
産
、

商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
恩
納
村
地
域
開
発
支
援
事
業
と
し

て
、主
体
を
恩
納
村
、事
務
局
を
村
商

工
会
が
担
い
実
施
し
て
い
る
。特
産
物

を
活
用
し
高
付
加
価
値
食
品
を
開
発

し
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
が
目

的
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。お
菓
子
類
も

し
っ
か
り
そ
の
事
業
に
盛
り
込
ん
で
い

け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
観
光
の
統
計
資
料
で
沖
縄
県
入
域

観
光
客
数
は
伸
び
て
い
ま
す
が
、
比

例
し
て
お
土
産
の
売
り
上
げ
は
伸
び

て
い
な
い
。県
の
調
査
で
お
土
産
を
買

わ
な
い
理
由
は「
沖
縄
ら
し
い
お
土
産

が
少
な
い
か
ら
買
わ
な
く
な
っ
た
」、

「
同
じ
も
の
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。で
は
、
ど
う
す
れ
ば
買
っ

て
く
れ
る
の
か
と
聞
い
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、地
域
限
定
品
、新
し
い
お
土

産
、沖
縄
ら
し
い
お
土
産
で
あ
り
ま
す
。

県
内
で
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る

恩
納
村
。村
に
は
そ
の
よ
う
な
商
品

を
売
っ
て
い
く
環
境
が
ど
こ
よ
り
も

大
き
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
こ
で

デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た
お
土
産
が
た

く
さ
ん
あ
る
村
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
く
、こ
の
質
問
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　
　村
長
　長
浜
善
巳

　
　
拠
点
産
地
品
目
も
全
部
で
８
品
目

恩
納
村
で
は
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
産
物
を
使
っ
て
特
産
品
、

地
域
限
定
品
の
新
た
な
２
次
産
業
と

い
い
ま
す
か
、
加
工
品
を
今
後
は
積
極

的
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
って

お
り
ま
す
。
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地
元
企
業
の
育
成
と
特
産
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い
て
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給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
村
民
に

訴
え
て
き
ま
し
た
。そ
の
経
過
等
状

況
を
村
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
私
の
務
め
で
す
。学
校

給
食
関
係
の
規
則
条
例
、
制
度
設
計

や
財
源
担
当
者
と
の
調
整
な
ど
の
進

捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
給
食
費
無
償
化
の
規
則
、条
例
、制

度
設
計
等
を
次
年
度
ス
タ
ー
ト
す
る

か
ど
う
か
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。

恩
納
村
に
合
っ
た
制
度
設
計
、
規
則
、

条
例
も
含
め
て
今
手
を
つ
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。１０
月
に
教
育
総
合
会
議
で
、

協
議
で
き
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
条
例
、制
度
設
計
等
、具
体
的
な
発

表
で
き
る
状
態
で
は
な
い
と
理
解
し

て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
完
全
に
は
仕
上
が
っ
て
い
な
い
の
で
、

仕
上
が
っ
た
ら
精
査
を
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
　
給
食
費
無
償
化
財
源
が
確
保
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
と
い
う
の
は
、無
償
化

の
実
現
の
方
向
と
の
捉
え
方
で
よ
ろ

し
い
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
実
施
の
方
針
と
い
う
の
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。関
係
課
が
財
源
確
保
に
向
け
て

精
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、一度
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
と
、
恒
久
的
に
続
い
て
ま
い

り
ま
す
。財
源
を
ど
う
し
て
い
こ
う
か

と
、
担
当
課
で
やって
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
む
選
定
内
容

と
計
画
、指
標
と
目
標
、ど
う
い
う
部

署
で
取
り
組
む
の
か
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ・ハ
ブ
導
入
事
業
、

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ン
ズ
の
導
入
事
業
、
恩

納
村
ロ
ー
カ
ル
認
証
制
度
の
構
築
、
持

続
的
財
源
の
あ
り
方
、
こ
れ
は
税
と
い

う
こ
と
で
、
仮
称
で
環
境
税
か
、
宿
泊

税
か
。そ
の
４
点
が
今
回
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

大
き
な
柱
で
す
。

　
　
具
体
的
計
画
策
定
状
況
を
伺
い
ま

す
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
基
本
的
に
業
務
と
し
て
は
委
託
業

務
を
発
注
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。全
国
公
募
を
か
け
て
、コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
募
って
いって
、
そ
の
企
業
と
と

も
に
我
々
企
画
課
で一緒
に
や
っ
て
い
け

れ
ば
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
計
画
書
を
策

定
す
る
前
段
と
し
て
業
務
発
注
の
事

務
を
始
め
て
い
る
。

　
　
恩
納
番
所
跡
地
利
用
の
、
こ
れ
ま

で
の
答
弁
に
対
し
て
伺
い
ま
す
。「
恩

納
区
や
関
係
機
関
と
検
討
協
議
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」、

「
万
座
毛
整
備
計
画
の
進
捗
も
見
な

が
ら
、
恩
納
区
の
構
想
を
聞
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。」、「
ヌ
ン
ド
ゥ
ン
チ
の

拝
所
移
設
も
同
時
に
調
整
と
考
え
て

い
ま
す
。」と
い
う
答
弁
、今
も
変
わ
り

な
い
で
す
か
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
恩
納
区
の
ヌ
ン
ド
ゥ
ン
チ
の
拝
所
移

転
が
完
了
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
配
慮

し
て
い
た
だ
い
て
、
赤
瓦
の
木
造
で
私

も
拝
見
し
、
す
ば
ら
し
く
景
観
に
配
慮

し
た
施
設
に
な
って
喜
ん
で
い
ま
す
。現

在
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、番
所
付
近
の

整
備
が
い
い
の
か
、
そ
れ
と
も
ま
た
ほ

か
の
方
法
が
あ
る
か
を
、
恩
納
区
と

し
っ
か
り
協
議
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
ま
す
。

　　
　
明
確
な
考
え
と
い
う
の
は
ま
だ
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

よ
ろ
し
い
で
す
か
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
以
前
は
、
番
所
跡
の
復
元
と
い
う
こ

と
で
絵
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
議
員
が

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、実
際
村
と
し
て
ど

う
し
て
い
き
た
い
と
い
う
基
本
的
な
考

え
、方
針
等
は
持
って
い
な
い
。
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照
明
施
設
に
係
る
不
備
に
つ
い
て
、

地
域
社
会
の
衰
退
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
照
明
施
設
の
設
置
は
、
補
助
メ

ニュ
ー
や
リ
ー
ス
事
業
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
。山
田
校
区
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
仲
泊
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
他
の
施
設
の
利
用
で
お
願

い
し
た
い
。

　
　
公
共
施
設
整
備
基
金
が
あ
り
、
公

共
施
設
の
整
備
に
要
す
る
た
め
に
創

設
さ
れ
た
基
金
で
あ
る
。課
長
が
言

わ
れ
る
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
と
な
る
と
い

つ
出
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
。公
共
施

設
整
備
基
金
を
活
用
で
き
な
い
か
伺

い
ま
す
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
緊
急
度
の
度
合
い
を
検
討
し
て
、
基

金
の
活
用
を
図
って
い
き
た
い
。こ
れ
は

活
用
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
十
分
関
係
課
と
調
整
し
て
い
き

た
い
。

　
　
村
内
出
身
の
教
員
数
及
び
志
望
者

数
の
把
握
を
し
て
い
る
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
恩
納
村
教
職
員
友
の
会
の
名
簿
に

お
い
て
は
、
学
校
関
係
職
員
は
約
８０
名

ほ
ど
在
籍
し
て
ま
す
。ま
た
教
員
を
志

望
し
て
い
る
若
者
の
数
に
つ
い
て
は
、把

握
し
て
ま
せ
ん
。

　
　
教
員
志
望
の
若
者
に
対
す
る
村
の

人
材
育
成
の
立
ち
位
置
を
伺
い
た
い
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
現
在
面
接
指
導
、一次
対
策
、
模
擬

授
業
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
そ
う
い
う

手
立
て
は
教
育
委
員
会
で
も
や
っ
て
い

る
。

　
　
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
着
用
に
基
準
が
設

け
ら
れ
て
い
る
の
か
。ま
た
中
学
に
お

い
て
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
も
併
用
で
き
る
、

そ
う
い
う
学
校
が
あ
る
の
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
基
準
は
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。全
て

の
生
徒
が
自
由
に
選
択
で
き
る
。県
内

中
学
で
は
、新
し
く
開
校
し
た
中
学
校
、

離
島
の
中
学
校
、
本
島
南
部
で
次
年

度
か
ら
制
服
を
新
調
す
る
。

　
　
な
ぜ
そ
れ
を
採
用
し
た
の
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
今
ま
で
み
ん
な
で
全
く
同
じ
も
の
を

着
る
と
い
う
時
代
か
ら
、
制
服
を
着
る

生
徒
自
身
を
第一に
考
え
た
時
代
へ
シ

フ
ト
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
女
子
生
徒
の
ほ
う
か
ら
、
ス
カ
ー

ト
も
ス
ラ
ッ
ク
ス
も
着
け
た
い
と
い

う
、
単
純
な
嗜
好
で
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は

全
く
関
係
な
い
と
理
解
し
て
い
い
わ

け
で
す
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
で
す
が
、
今
調
査
で
は
約

7.6
％
存
在
す
る
。制
服
の
選
択
肢
が
あ

る
だ
け
で
心
が
軽
く
な
る
と
も
聞
こ
え

て
ま
す
。性
の
多
様
性
を
認
め
る
と
い

う
教
育
を
保
健
体
育
と
か
総
合
的
学

習
の
時
間
を
使
って
触
れ
る
程
度
し
か

行
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。教
員
自
身

が
正
確
な
知
識
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
当
事
者
を
招
い
て
の
講
演
会
等

で
、性
の
多
様
性
を
認
め
る
理
解
教
育

と
い
う
の
を
生
徒
に
も
し
て
い
き
た
い
。

　
　
男
子
生
徒
に
も
認
め
る
わ
け
で
す

か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
男
性
が
ス
カ
ー
ト
を
着
る
と
い
う
こ

と
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
相
談

体
制
を
し
っ
か
り
と
構
築
し
て
い
き
た

い
。

　
　
漁
港
の
管
理
・
運
営
は
ど
こ
の
組

織
が
担
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
港
内
の

事
件
・
事
故
に
係
る
責
任
は
誰
が
負

う
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
施
設
の
管
理
・
運
営
は
村
で
行
って

い
る
。漁
協
が
設
置
し
た
施
設
は
、
漁

協
が
管
理
・
運
営
を
行
う
。

　
　
漁
港
管
理
・
運
営
の
長
期
的
な
展

望
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
里
海
づ
く
り
推
進
協
議
会
も
活
用

し
な
が
ら
、
漁
港
の
利
用
に
関
す
る

ル
ー
ル
づ
く
り
、
良
好
な
漁
港
環
境
を

つ
く
って
い
き
た
い
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
サ
ン
ゴ
の
村
行
動
計
画
と
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

未
来
都
市
モ
デ
ル
事
業
で
進
め
て
い
こ

う
と
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
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山
田
校
の
照
明
施
設
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復

活
に
つ
い
て

人
材
育
成
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

来
年
度
新
設
の
統
合
中
学

校
に
つ
い
て

村
内
漁
港
の
管
理
・
運
営

に
つ
い
て
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恩
納
村
園
芸
農
業
活
性
化
協
議
会
、

こ
の
１０
月
解
散
し
ま
す
。解
散
後
、
指

導
員
が
不
在
と
な
り
ま
す
が
、
支
援

セ
ン
タ
ー
の
管
理
、開
閉
等
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　農
林
水
産
課
の
職
員
で
輪
番
制
で

やって
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　今
後
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ

い
て
は
支
障
が
な
い
と
い
う
認
識
で

よ
ろ
し
い
で
す
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　鍵
の
開
閉
だ
け
で
は
な
く
、
職
員
が

常
駐
す
る
こ
と
で
、
今
の
体
制
か
ら
は

変
わ
ら
な
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
　
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
こ
れ

ま
で
の
功
績
は
大
き
い
。今
後
、
活
性

協
議
会
の
指
導
員
も
不
在
と
な
り
ま

す
。経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
常
勤
化

の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　常
勤
化
と
な
り
ま
す
と
、人
材
を
確

保
す
る
の
が
難
し
い
。ま
ず
は
週
３
日

を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
ア
ボ
カ
ド
の
優
良
品
種
の
選
定
、

パ
イ
ン
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
専
門
知
識
を
持
っ
た
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。村

長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　今
後
人
選
、
常
勤
化
も
含
め
て
交

渉
し
、
農
業
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り

た
い
。

　
　
ま
つ
り
を
終
え
て
所
管
す
る
担
当

課
長
の
率
直
な
感
想
を
伺
い
ま
す
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　多
く
の
関
係
者
皆
様
の
協
力
の
も

と
に
終
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
。今
後
は
皆
様
の
意
見
、

要
望
等
も
し
っ
か
り
受
け
と
め
、
次
回

開
催
に
向
け
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
村
民
か
ら
ど
の
よ
う
な
意
見
、
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
の
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　牛
汁
、
魚
・
果
物
つ
か
み
取
り
、
花

火
の
数
が
多
く
て
毎
年
楽
し
み
で
す
、

沖
縄
県
で一番
素
晴
ら
し
い
ま
つ
り
、暑

す
ぎ
ま
す
、
時
期
を
ず
ら
し
て
等
、
多

く
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
暑
い
中
で
の
祭
り
の
開
催
、検
討
す

る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　村
民
か
ら
開
催
時
期
に
つ
い
て
の
意

見
等
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。今
後

は
運
営
委
員
会
で
、
開
催
時
期
等
に
つ

い
て
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
毎
回
設
置
さ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
、
仮

設
で
設
置
し
て
お
り
ま
す
が
、長
い
目

で
見
た
場
合
、常
設
も
検
討
す
べ
き
で

は
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　コ
ミ
ュニ
テ
ィ
広
場
、多
種
多
様
な
利

活
用
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。関
係
課
と

協
議
し
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　恩
納
村
歌
の
普
及
に
向
け
た
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　学
校
で
朝
の
登
校
時
、給
食
の
中
休

み
に
継
続
し
て
放
送
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
　６
時
の
帰
宅
を
促
す
放
送
時
に
、

村
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
流
す
防
災
無

線
の
活
用
が
で
き
な
い
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　今
、防
災
無
線
に
関
し
て
敏
感
に
反

応
す
る
村
民
も
多
く
て
、
断
念
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ク
リ
ッ
ク
し
て
音
声
が
聞
け
る
よ

う
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質質質

質

質質質質 答

答
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答 答質 質

答答答答

農
業
支
援
に
つ
い
て

う
ん
な
ま
つ
り
に
つ
い
て

恩
納
村
歌
に
つ
い
て

大
城
　保
　議
員

農業支援センター

うんなまつりステージ

　去る１０月２７日、地域住民が寝静まろうとしていた時間帯に、恩納村冨着区において米ハワイ州米
海軍所属の海軍兵が正当な理由がないにもかかわらず、民家敷地内に侵入したとして、不法侵入の容
疑により現行犯で１名は逮捕されたが２名は逃走する事件が発生した。その時の住民の恐怖は察する
に余りがある。今回の事件は平穏で安心な村民の生活を脅かす蛮行として断じて許すことはできない。
　また、住居侵入事件の同日、酒に酔って村内の飲食店で暴れているとの飲食店従業員の通報により、
石川警察署と沖縄県警本部の警察官が駆け付けたところ、沖縄県警の警察官の乗車する警ら用無線
自動車のフロントガラスに角材を投げつけ損壊させ、職務の執行を妨害した。
　恩納村は、国内外から多くの観光客が訪れる沖縄観光の要の地域でもあり、事件発生時間帯にも周
辺の宿泊施設に宿泊する観光客が、まだ周辺を行き交うこともあることから、場合によっては観光客
が事件に巻き込まれた可能性もあり、本村の観光産業に与える影響も危惧される。
　よって、恩納村議会は村民の生命、財産を守る立場から、アメリカ海軍兵による村内における住居不
法侵入・警察車両への損壊事件に対し厳重に抗議するとともに、下記の事項について速やかに実現
するよう強く要請する。

記

１．被疑者を厳正に処罰し、米軍人・軍属の綱紀粛正を徹底すること。
２．事件の再発防止と具体的な解決策を日米両政府で作成し、実効性のある抜本的な再発防止策を公
表すること。

３．日米両政府は早急に日米地位協定を抜本的に見直すこと。

　
　令和元年１１月６日

沖縄県恩納村議会　　　　　　　　　　　　　　　　

意見書（地方自治法第９９条の規定により意見書を提出）
あて先：内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣　内閣官房長官　沖縄及び北方対策担当大臣
　　　　外務省沖縄特命全権大使　沖縄防衛局長

抗議決議
あて先：在日米国大使　在日米軍司令官　在日米軍沖縄地域調整官　在沖米国総領事
　　　　米海軍特殊戦コマンド指令官

　　村議会では、１１月６日の臨時会において、１０月２７日に村冨着区であった米海軍兵による住居不
法侵入、パトカー損壊事件に対する抗議決議と意見書の両案を全会一致で可決した。
　　同日、沖縄防衛局で竹内芳寿次長に意見書を、嘉手納基地で在沖米海軍艦隊活動司令部のロ
バート・バーディ広報・渉外部長に抗議決議書を、それぞれ手渡した。

議　会　だ　よ　り15 （令和元年11月20日）第142号

沖縄防衛局

アメリカ海軍所属兵による住居不法侵入、損壊
事件に対する意見書及び抗議決議
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議会の動き
8月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

北部広域市町村圏事務組合と名桜大学との
懇談会（名桜大学：議長）
北部広域市町村圏事務組合議会第５４回定例
会（北部会館：議長）
北部基幹病院に関する意見交換会（北部会
館：議長）
劉衛流・憲里誕生２００年世界部芸祭（県立武
道会館：議員）

第８回議会運営委員会（委員６名）
村陸上競技大会（赤間運動場：議長）
令和元年第６回恩納村議会９月定例会・本会
議（開会）
令和元年第６回恩納村議会９月定例会・本会
議一般質問（６名）
令和元年第６回恩納村議会６月定例会・本会
議一般質問（２名）
北部基幹病院に関する説明会（役場：議員１６
名）
令和元年第６回恩納村議会９月定例会・本会
議（閉会）
恩納幼小中学校令和元年度運動会（恩納幼
小中学校：議長）

第５回村美ら海花火大会（コミュニティー広
場：議長）
町村議会議長会定例総会（自治会館：議長）
議会広報委員会第１回編集会議（委員６名）
町村議会議員・事務局職員研修会
（糸満市サムシング・フォー西崎：議員１２名）
第３５回やんばるの産業まつり（名護市２１世
紀の森：議長）
第４０回金武町まつり（金武町：議員）
第43回谷茶の丘まつり（谷茶の丘 雅：議員）
「ＳＤＧｓ ｄe 地方創生 ともに考える、持続可
能な恩納村の未来」講演会（ふれあい体験学
習センター：議員）
令和元年度石狩市・村中学生交流体験事業
懇談会（ホテルムーンビーチ：議長）
愛を叫ぼう（恩納の駅：議員）
第１０回議会運営委員会（委員６名）
令和元年度石狩市・村中学生交流体験事業
歓迎式（役場：議長）
議会広報委員会第２回編集会議（委員６名）
令和元年第７回恩納村議会臨時会
第３７回リザン会主催チャリティーゴルフコン
ペ（美らオーチャードゴルフ倶楽部：議長・副議
長）
第５６回国頭郡陸上競技大会（金武町陸上競

21日

23日

24日

5日
8日
9日

12日

13日

25日

29日

5日

10日
11日

12日

14日

15日

16日
17日
18日

20日

23日
24日

26日
27日

29日

1日

3日

5日
6日

8日

10日

11日

12日

13日
15日
19日

20日

技場：議長）
うんなむらチャリティー歌謡ショー
（ふれあい体験学習センター：議員６名）

議会広報委員会第３回編集会議（委員５名）
令和元年第4回金武地区消防衛生組合議会
定例会（金武町：議員１名）
第２７回宜野座村まつり（宜野座村：議員）
トーカチ・カジマヤー合同祝い（谷茶の丘：議
員）
基地問題対策委員会（役場：議長・委員８名）
　　

第１０回議会運営委員会（委員５名）
海洋立国推進功労者表彰受賞祝賀会（ホテル
ムーンビーチ：議員）
第27回村文化祭（ふれあい体験学習セン
ター：議員）
議会広報委員会第４回編集会議（委員６名）
令和元年第８回恩納村議会臨時会
アメリカ海軍所属兵による住居不法侵入、損
壊事件に対する意見書及び抗議決議書の提
出（沖縄防衛局、在沖米軍嘉手納基地：議長・
委員８名）
第３１回ツールドおきなわ２０１９レセプション
パーティー（名護市ホテルゆがふいんおきな
わ：議長）
第３１回ツールドおきなわ２０１９表彰式典
（名護市２１世紀の森：議長）
第74回中部北環境施設組合議会（うるま市：
議員２名）
沖縄県介護保険広域連合臨時会（読谷村：議
員１名）
第６３回町村議会議長全国大会（東京都：議
長）１２日～１４日
議会広報委員会第５回編集会議（委員5名）
離島フェア（沖縄セルラーパーク那覇：議長）
令和元年度奄美・やんばる広域圏交流推進協
議会総会（与論島：議長）
議会だより「うんなＮｏ１４２」発行

9月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

10月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

11月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・


